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十
月
二
十
四
日(

木)

午
前
中
は
、
本

校
と
フ
レ
デ
リ
ク
ス
ハ
ウ
ン
高
校
の
ご

縁
を
結
ん
で
下
さ
っ
た
人
物
、
ク
ヌ
ッ
セ

ン
機
関
長
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
日
高
町

田
杭
の
救
命
艇
保
管
庫
や
日
の
岬
ク
ヌ

ッ
セ
ン
の
丘
を
視
察
し
た
後
、
美
浜
町
・

日
高
町
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
美
浜

町
長
、
同
教
育
長
、
日
高
町
教
育
長
、
他

職
員
の
方
々
か
ら
大
歓
迎
し
て
い
た
だ

き
、
ク
ヌ
ッ
セ
ン
機
関
長
や
両
国
の
人
柄
、

日
本
の
文
化
や
食
な
ど
に
つ
い
て
歓
談

し
ま
し
た
。 

こ
こ
で
ク
ヌ
ッ
セ
ン
機
関
長
に
つ
い
て

短
く
紹
介
し
ま
す
。 

ク
ヌ
ッ
セ
ン
機
関
長
は
、
一
九
一
七
年

十
二
月
二
十
二
日
、
デ
ン
マ
ー
ク
・
フ
レ

デ
リ
ク
ス
ハ
ウ
ン
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
一

九
五
七
年
二
月
十
日
、
神
戸
港
へ
向
か

う
海
運
会
社
マ
ー
ス
ク
社
の
貨
物
船
エ

レ
ン
・
マ
ー
ス
ク
号
（Elle

n
 M

a
e

rs
k

）

の
機
関
長
と
し
て
和
歌
山
県
日
ノ
御
埼

沖
の
紀
伊
水
道
を
航
行
中
、
徳
島
県
浅

川
の
機
帆
船
（
木
材
運
搬
船
）
「
高
砂
丸
」

が
炎
上
し
て
い
る
の
と
遭
遇
し
、
風
速

二
十
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
強
風
の
中
、

乗
組
員
の
救
助
作
業
に
あ
た
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
救
助
の
た
め
投
げ
ら
れ
た
エ
レ

ン
・
マ
ー
ス
ク
号
の
縄
梯
子
か
ら
海
中
に

転
落
し
た
高
砂
丸
の
船
員
を
救
う
べ
く
、

ク
ヌ
ッ
セ
ン
は
自
ら
の
危
険
を
顧
み
ず

エ
レ
ン
・
マ
ー
ス
ク
号
か
ら
荒
れ
る
海
中

に
飛
び
込
み
、
そ
の
ま
ま
波
間
に
没
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
海
難
事
故
で
は
、
高
砂
丸
の
船
員

三
名
全
員
と
ク
ヌ
ッ
セ
ン
の
四
名
が
犠

牲
と
な
り
ま
し
た
。 

翌
朝
ク
ヌ
ッ
セ
ン

は
、
エ
レ
ン
・
マ
ー
ス
ク
号
の
救
命
艇
と

と
も
に
、
和
歌
山
県
日
高
町
田
杭
に
遺

体
と
な
っ
て
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
（
享

年
三
十
九
歳
）。 

 
 

事
故
の
翌
一
九
五
八
年
に
は
、
事
故

現
場
を
望
む
日
の
岬
パ
ー
ク
（
美
浜
町
）

内
に
「
ク
ヌ
ッ
セ
ン
機
関
長
顕
彰
碑
」
が

建
て
ら
れ
、
ま
た
毎
年
二
月
に
は
慰
霊

献
花
式
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
和
歌
山

県
で
は
、
ク
ヌ
ッ
セ
ン
の
勇
敢
な
行
動
と 

無
私
の
人
類
愛
を
讃
え
る
歌
が
作
ら
れ
、

郷
土
史
の
副
読
本
等
で
語
ら
れ
る
な
ど

し
て
い
ま
す
。 

  

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
二
〇
〇
七
年
に
は

海
難
後
五
十
年
を
記
念
し
、
郷
里
フ
レ

デ
リ
ク
ス
ハ
ウ
ン
の
バ
ン
グ
ス
ボ
ー
博
物

館
内
の
海
事
博
物
館
に
ク
ヌ
ッ
セ
ン
機

関
長
記
念
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し 

た
。
こ
の
よ
う
な
縁
で
二
〇
〇
九
年
よ

り
フ
レ
デ
リ
ク
ス
ハ
ウ
ン
高
校
と
日
高

高
校
は
交
流
を
始
め
、
二
〇
一
〇
年
に

は
日
高
高
校
か
ら
初
の
派
遣
団
が
フ
レ

デ
リ
ク
ス
ハ
ウ
ン
高
校
を
訪
問
し
友
好

を
深
め
、
二
〇
一
一
年
に
フ
レ
デ
リ
ク
ス

ハ
ウ
ン
高
校
派
遣
団
が
来
校
し
、
姉
妹

校
提
携
を
結
び
ま
し
た
。 

 
 

午
後
は
三
年
生
と
一
緒
に
「き
い
ち
ゃ

ん
の
災
害
避
難
ゲ
ー
ム
」を
活
用
し
た
防

災
ス
ク
ー
ル
の
授
業
を
受
け
ま
し
た
。
デ

ン
マ
ー
ク
は
地
震
や
津
波
と
い
っ
た
災

害
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
本

に
お
け
る
災
害
や
防
災
に
つ
い
て
関
心

を
寄
せ
て
く
れ
、
一
緒
に
楽
し
く
学
び

ま
し
た
。  

美浜町・日高町表敬訪問 クヌッセン機関長の救命艇 

クヌッセン機関長顕彰碑に献花 
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十
月
二
十
五
日(

金)

、
日
高
高
校
で

過
ご
す
最
後
の
日
と
な
り
ま
し
た
。
午

前
中
は
数
学
、
書
道
、
化
学
、
英
語
の
授

業
を
受
け
、
午
後
は
「
安
珍
清
姫
」
伝
説

で
知
ら
れ
る
道
成
寺
を
見
学
し
ま
し
た
。

道
成
寺
へ
は
紀
州
鉄
道
と

J
R

を
利
用

し
、
和
歌
山
の
鉄
道
も
体
験
し
ま
し
た
。   

 
 
 

放
課
後
は
、
茶
道
部
に
よ
る
ク
ラ
ブ

体
験
を
し

ま
し
た
。
正

座
に
は
悪

戦
苦
闘
し

な
が
ら
も
、

日
本
の
伝

統
文
化
に

触
れ
ま
し

た
。 

 

十
月
二
十
六
日(

土)

、
別
れ
の
朝
と

な
り
ま
し
た
。
皆
の
気
持
ち
を
映
し
た

か
の
よ
う
に
小
雨
が
降
る
中
、
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
共
に
学
校
に
集
合
。
互
い
に

別
れ
を
惜
し
み
、
記
念
に
集
合
写
真
を

撮
影
し
た
後
、
一
団
は
バ
ス
に
乗
り
込

み
ま
し
た
。 

     

   

      

今
回
の
デ
ン
マ
ー
ク
姉
妹
校
フ
レ
デ

リ
ク
ス
ハ
ウ
ン
高
校
来
校
に
よ
り
紡
が

れ
た
多
く
の
絆
が
今
後
も
長
く
続
き
、

両
校
、
そ
し
て
両
国
の
友
好

が
ま
す
ま
す
深
ま
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。 

授業の様子 

道成寺にて絵とき説法 

記念撮影 

フレデリクスハウン高校来校概要 

10/19(土) 10/20(日) 10/21(月) 10/22(火) 10/23(水) 10/24(木) 10/25(金) 10/26(土)

職朝で挨拶）8：
10職員室

集合）8：20
応接室

受付前へ移動
8：30

職朝で挨拶）8：
10職員室

１限 校内巡り 体育（中３） 理数Ⅱ（2－6）

２限 美術（1－5，6） 書道（2－2,3）

３限 論表Ⅰ（1－3） 公共（1－3） 化基（2－4）

４限
教養英語
（3－1，2，3）

音楽（1－1，2） 英Com（3－6）

昼食 昼食 昼食 昼食 昼食

５限
文化交流
（中１，２年）

６限 地理（1－4）

７限

15:30 迎えバス
日高高校出発
18:00 関空着

歓迎アセンブリー

放
課
後

21:00頃、バス日
高高校着

クラブ体験：弓道
→箏曲(15:40-
17:00)

クラブ体験：泡の
会(16:20-17:00)

生徒交流会
(15:30-16:40)
会議室

クラブ見学
（フリー）

クラブ体験：茶道
(15:40-16:30)

泊 ホームステイ ホームステイ ホームステイ ホームステイ ホームステイ ホームステイ ホームステイ

終日ホストファミ
リーと過ごす

2年普通科総合
的な探究の時間
フィールドワーク
(各班に分かれ
て)

学校集合）9：40
記念撮影
ホストファミリーと
お別れ
学校出発）10：00
大阪のホテルへ

学校出発）8：40
クヌッセン機関長
縁の地訪問と日
高町美浜町表敬
訪問

稲村の火の館と
白崎海岸見学

防災スクール
（3年全クラス）

道成寺見学
（JR/紀州鉄道利

用） 大阪・京都観光

訪問団出国：10
月28日(月）

関空発


